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• CTM料金 
４０％値下げ 

 
• 「YKIウォーカー」 
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「YKI ウォーカー」も OK?!： 

 

①事件の前提条件・争点 

②知財高裁の判断 

―出所の混同についてー 

③ＹＫＩコメント 
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 ２００９年５月１日から、ＣＴＭ（欧州共同

体商標）についての料金が値下げになり

ました。（以下、代理人手数料は除く。） 
（レートは 2009年 5月のもの）

 
● 今まで、８５０ユーロ（約１１万３千円；

注：３区分まで）かかっていた登録料

が無料になりました。 
● 出願料は１５０ユーロほど加算され、

FAXまたは紙媒体での出願は１０５０
ユーロ（約１４万円）、電子出願は９０

０ユーロ（約１２万円）となります。（最

近はほとんどが電子出願です。） 
● マドプロ出願でＣＴＭを指定する場

合、登録料は今まで１４５０ユーロ（約

１９万円）かかっていたものが、８７０

ユーロ（約１２万円）となります。 
● この料金値下げは、２００９年５月１日

の出願分から適用されます。すなわ

ち、現在出願中のものについては、登

録料は従来どおり支払わなければな

りません。 
 
今回のＣＴＭ料金の改訂は、全体で約４

０％の値下げとなりますので、この不況の

時代、日本からヨーロッパへの商標登録

出願についてかなりうれしいニュースでは

ないでしょうか。 
「ＹＫＩウォーカー」もＯＫ
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ところで、CTMとは、欧州共同

ＹＫＩでは、ヨーロッパ現地の法律事務

ＣＴＭの加盟国（27カ国） 
、ルクセ

、

（2009年 5月現在）

 

にも広いコネクションがありますの

、出願手続きのご相談やご質問等、

気軽にお問い合わせください。 
 
※
ーストリア、ベルギー、オランダ

ルグ、デンマーク、フィンランド、フラン

、ドイツ、ギリシャ、アイルランド、イタリア

ルトガル、スペイン、スウェーデン、英国、 
ェコ、エストニア、キプロス、ラトヴィア、リト

ニア、ハンガリー、マルタ、ポーランド、ス

ニア、スロバキア、ルーマニア、ブルガ

     （★ノルウェー、スイス未加入）

 

体商

IM）に商標登意匠庁（OH 録出願し、

とつの登録 CTM加盟国※全域を
バーできる制度をいいます。手続きは

で済み、料金の負担も小さいので

加盟国の複数国で権利取得したい

合にはお勧めします。ただし、加盟国

うち、ひとつでも拒絶の国があると、

の効力は加盟国全域に及ぶというデ

ットもあります。この場合は、拒絶の

い国については通常の各国出願に変

することができます。 

で

？！ 

頁に詳述し
し

ま

ます。 
商標「東京ウォーカー／ＴｏｋｙｏＷａｌｋ

の登録商標を有する株式会社角川

ィアマネジメント（以下「角川社」とい

）が、被告である株式会社ブランディ

（以下「ブランディング社」という。）の

標「ボーイズウォーカー／BOYS 
LKER」（登録第４５６８５８６号）等に
て、被告の商標は角川社の「○○ウ

カー」というイメージにタダ乗りだ！と
財高裁は、２００９年４月８日に、この

川社の請求を棄却する判決を下しま

すなわち、簡単に言うならば、「○○

ーカー」という語は、角川社のものと

著名であるわけではないので、他社

これを使用しても全体として出所混同

じず、使用してＯＫということになり
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特集：             
「ＹＫＩウォーカー」も OK?! ①事件の前提条件・争点 
 

まず、この事件の前提条

件として、角川社の発行す

る雑誌「東京ウォーカー」

は、平成２年３月の創刊以

来、多数の販売部数を確保

しており、続いて角川社は

「関西ウォーカー」「東海ウォ

ーカー」など、「都市名又は

地域名＋ウォーカー」として

統一した名称で一貫した使

用をしてきたため、「都市名

又は地域名＋ウォーカー」と

いう都市情報誌は，角川社

（又はその関連会社）が発

行する定期刊行雑誌とし

て、全国で周知著名となっ

ていたと認められました。 
 
 しかしながら、「都市名」等

と関係なく、例えば「ゲーム」

についての情報誌名「ゲー

ムウォーカー」について考え

てみると、「情報を示す語」

の名詞は多数存在してお

り、「情報を示す語＋ウォー

カー」という態様では、需要

者間において必ずしも角川

社と関係するもの、という認

識はされていなかった、と判

断されました。 
 
この事件の最大の争点

は、角川社の「東京ウォーカ

ー／ＴｏｋｙｏＷａｌｋｅｒ」等の商

標とブランディング社の「ボ

ーイズウォーカー／BOYS 
WALKER」等の商標が、出
所の混同を生じているか、と

いう点にありました。知財高

裁は、以下の視点から、両

者は出所の混同を生じてい

ない、と判断したのです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

“「○○ウォーカー」は 
多数存在する！！ 
混同は生じない！！” 

 

 
②知財高裁の判断―出所の混同についてー  

 
 （１）商標の非類似 

 
 商標「ボーイズウォーカー

／BOYS WALKER」は、ひ
とつの単語として一体に認

識でき、特定の観念を生じ

ない造語であり、商標「東京

ウォーカー／ＴｏｋｙｏＷａｌｋｅ

ｒ」も同様に、ひとつの造語

であると考えられ、全体とし

て両者は非類似の商標であ

ると判断されました。 
 
（２）需要者の共通性 
 
 角川社の発行する雑誌

「東京ウォーカー」は、イベン

ト、レジャー、映画等の情報

掲載誌であるのに対し、被

告ブランディング社は携帯

電話向けサイトを運営して

おり、ファッション、流行、芸

能等の情報を掲載したメル

マガを配信していました。こ

の点において、「情報発信」

という観点からは、需要者

に共通部分がある、と判断

されました。 
 
（３）需要者の間で出所の誤

解が生じている事実の有無 
 
 被告ブランディング社が運

営する「ガールズウォーカー

／ｇｉｒｌｓｗａｌｋｅｒ．ｃｏｍ」、「フ

ァッションウォーカー／ｆａｓｈｉ

ｏｎｗａｌｋｅｒ．ｃｏｍ」等のサイ

トについては、多数の閲覧

が行われていましたが、そ

の取引者及び需要者におい

て、角川社（又は関連会社）

が関係しているとの誤解が

生じているとの事実は認め

られませんでした。 
 
（４）結論 
 
以上から、被告ブランディ

ング社が商標「ボーイズウォ

ーカー／BOYS WALKER」
等を「雑誌」を含む印刷物に

使用するとき，その取引者

及び需要者がその商品を角

川社と緊密な関係にあるも

のだ、という広義の混同を

生ずるおそれはない、と判

断されました。
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③ＹＫＩコメント 
カー」という雑誌を発行したとして

も、まさか角川社と何か関係があ

るのか・・・？！と誤解する方はい

らっしゃらないでしょうね。 
 

 

実際に、現時点でも「○○ウォーカー」

という商標は、ざっと検索しただけで、角

川社以外の者によって８００件以上も登

録されていますので、本判決の判断は妥

当であるという気がします。例えば、ＹＫＩ

が「ＹＫＩWalker」や「トレードマークウォー

http
180-0004 
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